
高齢の女性を介護する介護者の心理状態とその経時
的変化 : 息子・娘・夫の比較

その他のタイトル Changes in the Psychological State of
Caregivers for Elderly Women : Comparison of
Sons, Daughters, and Husbands as Caregivers

著者 北本 さゆり, 黒田 研二
雑誌名 人間健康学研究
巻 13
ページ 69-81
発行年 2020-03-31
URL http://hdl.handle.net/10112/00020069

brought to you by COREView metadata, citation and similar papers at core.ac.uk

provided by Kansai University Repository

https://core.ac.uk/display/304904824?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=pdf-decoration-v1


Ⅰ．はじめに
　要介護者等のいる世帯の世帯構造は、2001年に
32.5％を占めていた三世代世帯が 2016年には 14.9
％と 15年間で激減しており、一方で、単独世帯が
15.7％から 29.0％、夫婦のみの世帯が 18.3％から
21.9％、未婚の子と同居が 11.0％から 16.0％といず
れも増加している（厚生労働省，2017）。世帯構造の
変化に伴い、介護者の属性も変化してきている。同
居の主な介護者の性別構成割合をみると、2001年に
23.6％であった男性介護者の割合が、2016年には
34.0％に増加し、3人に 1人が男性介護者となって
いる。続柄では嫁による介護の割合が減少し、妻、

夫、娘、息子による介護の割合が増加している。な
かでも息子介護者の割合の増加が最も著しく、10.7
％から 17.2％と 15年間で 1.6倍となっている。次
いで夫介護者が 11.6％から 15.6％と増加している。
　男性介護者に関連する問題として高齢者虐待の問
題が挙げられる。平成 28年度高齢者虐待防止法に基
づく対応状況等に関する調査によると、養護者によ
る高齢者虐待 16,384件（虐待者数 17,866人・被虐
待者数 16,770人）のうち、虐待者の続柄は息子が
7,237人（40.5％）、夫が 3,837人（21.5％）であり、
両者を合わせると 6割以上を占めている（厚生労働
省，2018）。一方、被虐待者の性別では、女性が
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抄録
　本研究は高齢女性を介護する介護者について、介護開始時と一定期間介護継続後の二時点で認知的介
護評価がどのように変化するのかを続柄（息子・娘・夫）により比較し、さらに両時点の認知的介護評
価に関連する事柄を明らかにすることを目的とした。
　調査対象者は、母を介護する息子介護者、母を介護する娘介護者及び妻を介護する夫介護者とした。居
宅介護支援事業所等に質問紙配布を依頼し、回答者からの直接返送とした。配布数は 286 人で、回答数
は 94人であった（回収率 32.9％）。内訳は息子 12人、娘 54 人、夫 24 人、その他 4人であり、その他を
除いた 90人を分析対象とした。調査項目は、被介護者の状況、介護開始時の就業の有無、介護保険の知
識の程度、代替者の有無、他の介護の有無、日々の暮らし向き、家族や近隣友人からの支援の満足度、介
護者と被介護者との関係に関する項目とした。従属変数は、肯定的評価と否定的評価を同時に測定でき
る認知的介護評価尺度を使用した。
　結果として、①一定期間介護継続後に、全体として介護における否定的評価は変化していなかったが、
肯定的評価はいずれも有意に上昇していた。②続柄別では、夫介護者の介護継続不安感が上昇し、娘介
護者の介護役割充足感、高齢者への親近感が上昇していた。③息子介護者は他の被介護者を過去または
現在介護している割合が高く、ダブル介護の危険性を孕んでいた。④否定的評価、肯定的評価の両側面
に被介護者への尊敬の程度が関連しており、介護が一定期間継続した後も続いていた。⑤近隣友人から
の支援の満足度が認知的介護評価に関連していた。支援者は介護者と被介護者との関係やソーシャルサ
ポートネットワークを適切にアセスメントし、介護者の意に適ったインフォーマルサポートが得られる
ようマネージメントを行う必要がある。

キーワード：高齢の女性、続柄、認知的介護評価、否定的評価、肯定的評価
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12,957人（77.3％）と 8割近くを占めており、高齢
女性を介護する男性の困難感が推察される。
　男性介護者に限らず高齢者等を介護する家族介護
者の心理的負担は計り知れないであろう。介護を行
う際の感情についての研究は、まず介護負担感に注
目が集まり、その負担感を調べる尺度が開発される
とともに、介護者の介護負担に影響を与えている要
因が調査された。Zarit et al.（1980）は、主介護者以
外の家族の訪問頻度が介護者の負担感の程度に影響
していることを報告した。日本では、高齢者と介護
者との人間関係の良さを定量的に評価するための尺
度が開発され、高齢者の異常精神症状発現には介護
者・高齢者間の人間関係が関連することが示唆され
た（市川ほか，1985；武長ほか，1987）。中谷・東條

（1989）や吉田ほか（1997）は、開発した尺度を用い
て負担感を調査した結果、介護者に健康上の問題が
あること、常勤形態で就業していないこと、副介護
者がいないことが負担感を高める要因であると述べ
ている。吉田ほか（1997）は、副介護者の欠如以外
に、睡眠中に起こされることや経済的困難が関与し
ていると示唆している。Zarit et al. の介護負担尺度に
ついては荒井ほか（2003）が福祉現場で簡便に測定
できるよう日本語短縮版（J－ZBI_8）を作成している。
　介護負担についての研究が進められるなか、介護
肯定感についても関心が向けられるようになってき
た。Lawton et al.（1989）は、介護を行うときの感
情を負担感という一側面だけでなく個人の対処能力
や満足感も含めた包括的なものとして捉え、介護評
価（caregiving appraisal）尺度を作成した。 Lawton 

et al. の影響を受け、広瀬ほか（2005，2006）は肯
定・否定両側面で構成される認知的介護評価の尺度
を開発し、認知的介護評価には、仕事の有無、イン
フォーマルサポートへの満足度、夜間介護の有無、
介護者の年齢が関与していることを報告している。
櫻井（1999）は、介護負担感と介護肯定感を同時に
測定できる尺度を開発し、介護肯定感により「限界
感」という負担感が軽減されることを示した。
　このように介護を行う際の感情について様々な尺
度が開発され、否定的感情だけでなく肯定的感情に
ついても数値化することがさかんに行われるように
なった。これらの研究により否定的感情及び肯定的
感情の程度や属性による比較、それに影響を与える

要因などが示されるようになってきたが、介護を実
践している間、同じような感情が継続するわけでは
ない。介護の経過に伴って否定的感情や肯定的感情
が変化すると思われるが、それに言及した論文は見
当たらない。
　そこで、本研究は高齢女性を介護する介護者につ
いて、介護開始時と一定期間介護継続後の二時点で
認知的介護評価がどのように変化するのかを続柄

（息子・娘・夫）により比較し、さらに両時点の認知
的介護評価に関連する事柄を明らかにすることを目
的として実施した。

Ⅱ．研究方法
1 ．調査対象

　調査対象者は、母を介護する息子介護者、母を介
護する娘介護者及び妻を介護する夫介護者とした。

2．調査方法及び倫理的配慮
　A 市高齢福祉担当部署の協力を得て、居宅介護支
援事業所及び地域包括支援センター（以下、「事業所
等」という）の介護支援専門員等に対象者への質問
紙配布を依頼した。まず、事業所等に協力依頼文を
郵送し、研究に協力してもらえる場合には、対象者
数を記載した用紙を返送してもらった。その後、対
象者数分の質問紙を事業所等に送付し、介護支援専
門員等から対象者へ配布し、対象者から直接研究者
宛に返送してもらった。調査期間は 2019年 6月 15
日から 8月 10日までとした。
　研究に協力していただいた事業所等は 32事業所
で、対象者数は息子 74人、娘 136人、夫 76人で合
計 286人であった。回答は 94人から得られ（回収率
32.9％）、内訳は息子が 12人（同 16.2％）、娘が 54
人（同 39.7％）、夫が 24 人（同 31.6％）、その他

（嫁、婿）が 4人であった。その他を除いた 90人を
分析対象とした。
　倫理的配慮として、調査への協力は回答者の自由
意思であること、回答されなくても何ら不利益を被
ることはないこと、調査目的以外に使用することは
ないこと、匿名性を確保することを依頼文に明記し
た。なお、本研究は関西大学人間健康学部研究倫理
委員会の承認を得て実施した。
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3 ．調査項目
　介護者の属性及び状況として、年齢、続柄、介護
期間の他に、心理的プロセスに関連すると思われる
事柄を調査項目に選んだ。具体的には、介護開始時
の就業の有無、介護保険の知識の程度（4 段階）、被
介護者の最近（3 か月以内）の変化の有無、介護の
代替者の有無、家族からの支援の満足度（4 段階）、
近隣友人からの支援の満足度（4 段階）、被介護者以
外の他の介護の有無を選択した。それに関連した項
目として介護開始時に二人世帯か否か、日々の暮ら
し向き（経済面・4段階）についても尋ねた。
　また、介護開始までの被介護者との関係に関連す
る項目として、介護者と被介護者の介護前からの相
互の生活の把握状況、相談できる程度、介護者の介
護への自覚、被介護者への尊敬の程度を選択した。
さらに、被介護者の現在の姿と以前のイメージのギ
ャップの有無とそれをどう感じるかを合わせて尋ね
た。介護者と被介護者との関係に関する項目のうち、

「尊敬」についての項目は、市川ほか（1985）や武長
ほか（1987）が作成し、活用している介護者・患者
関係アセスメント票（CPR）を参考に設定した。武
長ほか（1987）は、「尊敬」は介護者と高齢者との人
間関係の良し悪しに関連する重要な項目であると述

べている。
　介護者を取り巻く環境として、介護者と同居して
いる家族員の続柄、利用している介護保険サービス
の種類を項目とした。
　介護に対する認知的評価については、肯定的評価
と否定的評価を同時に測定できる広瀬ほか（2005）
の認知的介護評価尺度を使用した（表 1）。この尺度
は 6つの下位尺度があり、「社会活動制限感」（5 項
目）「介護継続不安感」（5 項目）「関係性における精
神的負担感」（3 項目）は否定的評価を、「介護役割
充足感」（6 項目）「高齢者への親近感」（4 項目）「自
己成長感」（3 項目）は肯定的評価を表わしている。
各項目において、「とてもそう思う」（4 点）から「ま
ったくそう思わない」（1 点）までを選択してもらい、
下位尺度ごとに点数化し従属変数とした。一定期間
介護継続後（現在）の認知的介護評価は 6つの下位
尺度を使用するため 26項目すべてを尋ね、介護開始
時の認知的介護評価は、「自己成長感」を除いた 5つ
の下位尺度を使用することとし、23項目について回
答を得た。質問の順序としては、まず先に一定期間
介護継続後（現在）の認知的介護評価を質問し、最
後に 6か月以上介護を行っている人に対して、介護
開始時を振り返ってもらい当時の認知的介護評価を

表 1　認知的介護評価尺度（広瀬ほか， 2005)）

 
／ 
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尋ねた。介護期間が 6か月未満であった人は 4人で、
娘のみであった。なお、使用した認知的介護評価尺
度はすでに広瀬ほか（2005）によりその信頼性は確
かめられており、本研究においてもクロンバッファ
α 係数は表 1に示すとおり 0.683から 0.911と信頼
性を確認することができた。

4 ．分析方法
　介護開始時と一定期間介護継続後で認知的介護評
価がどのように変化するのかを調べるために、「自己
成長感」を除く 5つの下位尺度について、続柄ごと
に対応のある t 検定を行った。また、各下位尺度の
平均得点を続柄別に比較した。
　次に認知的介護評価に関連すると考えられる要因
について続柄によって差があるのかを χ2 検定を用い
て分析した。有意差がみられたもので、期待値 5未
満のセルが全体の 20％以上または最小期待値が 1未
満のものは Fisher 直接法を用いて検定を行った。
　さらに、介護開始時と一定期間介護継続後のそれ
ぞれの時点において、認知的介護評価を従属変数と
して、それに関連する事柄を明らかにするために重
回帰分析を行った。介護開始時の独立変数は、「介護
者の続柄」の他に、開始時の心理的プロセスに関連
があると思われる「介護開始時の就業の有無」「介護
保険の知識の程度（4 段階）」を選択した。それに関
連した項目として、「介護開始時に二人世帯か否か」

「暮らし向き（4 段階）」を選んだ。また、介護開始
までの被介護者との関係に関連する項目として、「介
護前からの介護の自覚の程度」「介護前の被介護者の
生活の把握」「相談しあえる間柄の程度」「被介護者
への尊敬の程度」（いずれも 4段階で尋ねたものを二
値変数に置き換え）を選択した。　
　一定期間介護継続後の独立変数は、介護開始時と
同様、「介護者の続柄」と「介護保険の知識の程度

（4 段階）」「暮らし向き（4 段階）」を選択した。介護
期間については、本研究の平均介護期間が約 5年で
あることから、5年を基点として 0－2 年未満、2－5 年
未満、5－10 年未満、10年以上という 4段階に分類
し、「期間年分類」として取り入れた。また、一定期
間介護継続後の心理的プロセスに関連があると思わ
れる「被介護者の介護度（7 段階）」「被介護者の最
近（3 か月以内）の変化の有無」「代替者の有無」「家

族からの支援の満足度」「近隣友人からの支援の満足
度」を項目に選んだ。なお、「家族からの支援の満足
度」及び「近隣友人からの支援の満足度」は 4段階
で尋ねたものを二値変数に置き換えた。介護者と被
介護者の関係に関する項目の中で、特に介護開始時
に関連が強いと思われる「介護前からの介護の自覚
の程度」「介護前の被介護者の生活の把握」は省き、

「相談しあえる間柄の程度」「被介護者への尊敬の程
度」は一定期間介護継続後の独立変数として残した。
さらに、介護継続後の介護者と被介護者の関係に関
する項目として「被介護者の現在の姿と比較して以
前とのギャップをつらいと感じるか否か」を項目に
加えた。分析には、2018 SPSS Statistics25 を用いた。

Ⅲ．研究結果
1 ．介護者・被介護者の属性・状況　 

　介護者の年齢は 50歳代が最も多く、次いで 60歳
代である。続柄別では、息子介護者の平均年齢は
61.3歳、娘介護者 59.9歳、夫介護者 80.9歳であっ
た。介護開始時に就業していた人は55.6％であった。
暮らし向きは、「ややゆとりがある」と回答した人が
51.1％と半数を占めていた。被介護者との居住につ
いては、同居が 83.3％、別居が 16.7％であり、介護
が必要となったときに同居した人が 14.4％であった。
被介護者以外の人を介護した経験については、過去
も含めて「介護したことがある」と回答した人が
33.3％と全体の 1/3 を占めていた。
　被介護者の年齢は 80歳代が最も多く 54.4％であ
り、90歳以上と合わせると約 8割を占めていた。介
護度は要介護 2が最も多く 28.9％、次いで要介護 1
が 17.8％であった。介護負担を助長する言動では、

「ひどい物忘れ」が 50.0％と半数にみられ、「失禁」が
44.4％、「被害的」が 22.2％であった。利用してい
る介護保険サービスは、通所介護・リハが最も多く
85.6％の被介護者が利用していた。次いで福祉用具・
住宅改修が 56.7％と半数以上が利用していた。ショ
ートステイは 26.7％、訪問介護は 20.0％であった。

2 ． 介護開始時と一定期間介護継続後の続柄別認
知的介護評価の変化

　介護開始時と一定期間介護継続後の認知的介護評
価の変化について、自己成長感を除く 5つの下位尺
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度について、続柄ごとに対応のある t 検定を行った
（表 3）。
　介護開始時と一定期間介護継続後の認知的介護評
価について、全体として否定的評価ではいずれの下
位尺度も変化していなかった。一方で肯定的評価は、
介護役割充足感、高齢者への親近感のいずれも有意
に上昇していた。
　続柄別にみると、一定期間介護継続後、息子や娘
の否定的評価は変化がみられなかったが、夫の介護
継続不安感が有意に上昇していた（p ＜ .01）。また、
肯定的評価では娘の介護役割充足感（p ＜ .05）と
高齢者への親近感（p ＜ .01）が有意に上昇してい
た。なお、一元配置分散分析を用いて続柄の比較を
行ったが、有意差はなかった。

3 ． 認知的介護評価との関連を検討する変数の続
柄による相違

　続柄により差のあった項目は、介護開始時の就業
の有無、暮らし向き、介護開始時二人世帯か否か、
被介護者以外の介護経験の有無であった（表 4）。介
護開始時の就業は、夫に比べて娘の就業が有意に多
かった（p ＜ .001）。暮らし向きは、「たいへんゆと
りがある」「ややゆとりがある」「やや苦しい」「たい
へん苦しい」の 4段階で尋ねており、「たいへん苦し
い」という回答が夫が娘に比べて多かった（p

＜ .05）。介護開始時に二人世帯であった割合は、夫
が娘に比べて多かった（p ＜ .01）。また、被介護者
以外に他の人を現在あるいは過去に介護したことの
ある割合は息子が 8割を超えており、夫に比べて多
かった（p ＜ .001）。

表 2　 介護者・被介護者の属性・状況 n=90
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表 4　認知的介護評価との関連を検討する変数の続柄による相違

 

表 3　続柄別認知的介護評価の変化
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4 ．介護開始時の認知的介護評価に関連する事柄
　介護開始時の認知的介護評価において、介護開始
時に介護者と被介護者が二人世帯であることは、3
つの否定的評価と負の関連がみられた。暮らし向き
は否定的評価のうち社会活動制限感と介護継続不安
感に、肯定的評価のうち、介護役割充足感にそれぞ
れ負の関連を示していた。介護前からの介護者と被
介護者との関係においては、被介護者への尊敬の程
度が 3つの否定的評価と負の関連を、2つの肯定的
評価と正の関連を示した。また、介護前からの介護
の自覚が関係性における精神的負担感と負の関連を、
介護前の相談しあえる間柄の程度が介護役割充足感
と正の関連を示していた。なお、VIF 値（1.025－
3.284）から独立変数間に多重共線性がないことを確
認した。

5 ． 一定期間介護継続後の認知的介護評価に関連
する事柄

　介護を開始して一定期間が経過したあとの認知的
介護評価において、続柄（息子を基準とした場合の

娘の介護）が関係性における精神的負担感と正の関
連があった。暮らし向きについては介護開始時と同
様、否定的評価のうち社会活動制限感と介護継続不
安感に負の関連を示していたが、肯定的評価には関
連がみられなかった。被介護者の状況では、介護度
の重さと介護役割充足感、高齢者への親近感といっ
た肯定的評価との間に正の関連がみられ、被介護者
の最近の変化が介護継続不安感に正の関連を示して
いた。また、被介護者の姿が以前とギャップがあっ
てつらいと感じることについても介護継続不安感と
正の関連がみられた。被介護者への尊敬の程度は、
社会活動制限感を除く 2つの否定的評価に負の関連
を、3つの肯定的評価に正の関連を示していた。家
族からの支援の満足度は認知的介護評価に有意な関
連はみられなかったが、近隣友人からの支援の満足
度は、否定的評価のうち社会活動制限感、介護継続
不安感に負の関連を、肯定的評価のうち高齢者への
親近感に正の関連をそれぞれ示していた。なお、VIF

値（1.095－2.935）から独立変数間に多重共線性がな
いことを確認した。

表 5 　介護開始時の認知的評価に関連する事柄 標準化係数（β値）
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Ⅳ．考察
1 ．続柄別にみた認知的介護評価

　本研究における息子介護者の回収率は 16.2％であ
り、娘介護者の 39.7％、夫介護者の 31.6％と比べて
低かった。その理由の一つとして息子介護者は就業
している年齢層が多いことが挙げられる。アンケー
トを記載する時間が十分に取れないということと、
事業所等を介しての配布であったため、事業所等担
当者が、限られた期間内に多忙な息子介護者に質問
紙を配布することができなかったことも考えられ、
就業している割合の低い夫介護者に比べて回収率が
低くなったと考えられる。また、男性介護者は女性
に比べて専門職に相談することが少ないことが示唆
されており（石橋，2002）、娘介護者からの回答が息
子介護者よりも多く得られたのは、娘介護者のほう
が息子介護者に比べて専門職に相談や援助を求めや
すく、信頼関係を構築しやすいことが影響している
と考えられる。
　介護開始時及び一定期間介護継続後の認知的介護
評価の続柄による平均値の差を一元配置分散分析に

より検定したところ、いずれの下位尺度も有意差は
みられなかった（表 3）。
　次に、各続柄について両時点でどのような変化が
あるのか、その傾向を分析した。息子介護者の否定
的評価は、介護開始時と一定期間介護継続後で変化
がみられなかった。介護開始時の介護保険の知識に
ついて、「制度があることだけは知っていた」及び

「ほとんど知らなかった」と回答した息子介護者は、
83.3％と 8割を超えていた。また、現在の被介護者
以外の介護を「過去にしていた」と「現在している」
を合わせると息子介護者は 81.8％で、夫介護者

（11.8％）に比べて有意に高かった。高齢の両親が存
在し、息子が一方の親を介護する場合には、もう一
人の親も看なければならない状況になる場合が多い
と考えられる。暮らし向きについて、新鞍ほか（2008）
は、息子介護者の経済的負担感が夫、妻、娘、嫁よ
りも有意に高いことを、上田ほか（2009）や湯原

（2017：23）は高齢者虐待の加害者として息子が多い
要因の一つとして、経済的困窮の問題を挙げている。
つまり息子介護者の経済的困難感は他の続柄より高

表 ６　一定期間介護継続後の認知的評価に関連する事柄 標準化係数（β値）
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いと推測される。しかし、本研究においては、娘や
夫との差はみられず、息子介護者の回答数の少なさ
から対象者に偏りがあったことは否めない。
　被介護者への尊敬の程度では4段階での回答を「尊
敬の程度が高い」と「尊敬の程度が低い」という 2
段階に区分し、続柄による差を分析した。続柄間で
の差はみられなかったが、「尊敬の程度が低い」回答
は、息子介護者が 27.3％、娘介護者が 26.4％と、子
介護者の 1/4 以上が、母親を「あまり尊敬してなか
った」「尊敬してなかった」と回答しており、そのよ
うな母親との関係の中で介護を継続していることが
わかった。息子介護者への支援として、介護開始時
に介護保険制度をうまく活用できるように、介護前
からの周知に努めることが重要である。また、息子
介護者は両親を同時に介護するダブル介護のリスク
を抱えており、その場合は介護保険サービスだけで
は十分に対処することが難しい。息子介護者がイン
フォーマルサポートをうまく活用できるよう調整す
ることが支援者の重要な役割であるといえよう。
　娘介護者の否定的評価は、介護開始時と一定期間
介護継続後で変化はみられなかった。娘介護者の介
護開始時の状況として、就業していた娘介護者の割
合は、夫介護者に比べて有意に高かった。また、介
護開始時に家族員の変化があった娘介護者は 3割を
超えていた（表 4）。このような介護開始時の時間的
制限や、生活変化の大きさが娘介護者の否定的評価
に関連している可能性がある。介護開始時に被介護
者と二人世帯であった割合は、夫介護者に比べて、
娘介護者は有意に低かった。被介護者と二人世帯で
あることが被介護者との心理的な距離を縮め、高齢
者への親近感に影響していると考えられる。娘介護
者の肯定的評価は、一定期間介護継続後に介護役割
充足感及び高齢者への親近感のいずれも有意に上昇
しており、娘介護者においては、介護による関わり
が肯定的評価を上昇させることが示唆された。
　夫介護者の否定的評価では、一定期間介護継続後
に介護継続不安感が有意に上昇していた。高齢の妻
を介護する夫介護者の場合、自らも高齢であるため
介護が長期にわたると、身体的負担や自らの健康へ
の不安などから介護継続不安感が増していくと考え
られる。一方、夫介護者の肯定的評価は、介護開始
時と一定期間介護継続後で変化はみられなかった。

岩田・堀口（2016）は、夫介護者が娘や嫁に比べて
社会活動制限感が高いことを報告している。本研究
で社会活動制限感の高さが夫介護者にみられなかっ
たのは、夫介護者の平均年齢が 80.9歳であり、岩
田・堀口（2016）の研究の 75.2歳よりも高齢であっ
たことが理由の一つとして考えられる。暮らし向き
では、「たいへん苦しい」と回答した人が夫介護者で
は 25.0％と、娘介護者の 5.7％に比べて有意に高く
なっている。このような経済的ゆとりのなさが、介
護を継続する上で不安を増強させる一因になってい
ると考えられる。これまで認知的介護評価の変化に
ついて言及された論文は見当たらず、本研究により、
夫介護者が介護を継続することによって介護継続不
安感といった否定的評価が高まることが示唆された。

2 ．介護開始時の認知的介護評価に関連する事柄
　介護開始時に二人世帯ではないこと、暮らし向き
において経済的にゆとりがないこと、介護前から自
分が介護をするといった自覚がないこと、被介護者
への尊敬の程度が低いことが介護開始時の否定的評
価が高いことに関連し、一方で、経済的にゆとりが
ないこと、介護前から相談しあえる間柄であったこ
と、被介護者への尊敬の程度が高いことが、介護開
始時の肯定的評価が高いことに関連していることが
示された（表 5）。
　続柄別状況では、介護開始時に二人世帯であった
割合は夫介護者が高かった。夫介護者の介護開始時
の否定的評価は有意差はなかったものの、他の続柄
よりも低かったため、そのことが影響している可能
性がある。先行研究では、高齢者虐待の要因の一つ
として介護者と被介護者の閉じた関係性が指摘され
ており（湯原，2017：86）、息子が虐待者である場合
にはその半数（50.3％）が被虐待者と虐待者のみで
構成される世帯であること（認知症介護研究・研修
仙台センター，2014）が報告されている。つまり、
二人世帯であることが否定的評価を低下させる事柄
であるとは言いがたく、続柄によって異なる可能性
が高い。今後は続柄ごとに十分な回答数を得た上で、
分析する必要がある。
　経済的にゆとりがないことは社会活動制限感と介
護継続不安感の高さに関連していた。介護開始によ
り、これまでの生活費に介護費用が上乗せされるこ
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とになる。また、本研究で介護により退職した人は
9人（10.0％）、配置転換や就業時間の短縮などの就
業の変化があった人が 14人（15.6％）おり、介護に
よる収入の減少が生じている。経済的なゆとりのな
さが、介護開始時から将来への不安を増強させ、介
護者の生活に制限を与えていることが示唆された。
一方、経済的なゆとりのなさは、介護役割充足感と
いった肯定的評価の高さにも関連していた。経済的
に余裕がない状況での介護は、将来への不安を抱く
一方で、そのような逆境の中で介護を行うことによ
り介護役割充足感が増しているのかもしれない。
　介護前から自分が被介護者を「介護しないだろう
と思っていた」人や「介護する気はなかった」人は
関係性における精神的負担感が高かった。自由記述
のなかに、自分が介護することへの不満や苛立ちを
表出する人も少なからず存在し、自分の意思とは無
関係に、思いがけず介護に携わらざるを得なかった
介護者の心理的負担へのアプローチの必要性が示唆
された。
　被介護者を尊敬してきたか否かということが介護
開始時の認知的介護評価に大きく関連していた。続
柄別にみた認知的介護評価の箇所でも述べたが、子
介護者の 1/4 以上が、母親を「あまり尊敬してなか
った」「尊敬してなかった」と回答しており、被介護
者と良好ではない関係のまま介護という事態に直面
し、肯定的な感情を抱けず、否定的な感情が高まっ
た状態で介護を開始する危険性が示された。また、
被介護者と相談しあえる間柄か否かということも、
尊敬の程度と同様、認知的介護評価に関連しており、
介護者と被介護者の関係を適切にアセスメントする
必要性が示された。

3 ． 一定期間介護継続後の認知的介護評価に関連
する事柄

　一定期間介護継続後は、続柄（息子を基準とした
場合の娘の介護）、暮らし向きにおいて経済的にゆと
りがないこと、被介護者の最近の変化があったこと、
被介護者への尊敬の程度が低いこと、以前とギャッ
プがあってつらいこと、近隣友人からの支援の満足
度が低いことが否定的評価の高さと関連していた。
一方で、被介護者の介護度が高いこと、被介護者へ
の尊敬の程度が高いこと、近隣友人からの支援の満

足度が高いことが肯定的評価の高さと関連があった
（表 6）。
　続柄（息子を基準とした場合の娘の介護）は、関
係性における精神的負担感に関連していた。これは、
被介護者への尊敬の程度の低さを含む介護者と被介
護者との関係性の影響が考えられる。経済的にゆと
りがないことは、一定期間介護継続後においても社
会活動制限感や介護継続不安感に関連しており、介
護期間を通して継続するものと考えられる。
　被介護者との関係では、介護開始時から引き続き
被介護者への尊敬の程度が肯定・否定両側面に大き
く関連していた。6つの下位尺度のうち社会活動制
限感のみ関連がみられなかった。社会活動制限感は、
介護を継続するなかで介護者・被介護者の関係性よ
りも、暮らし向きや近隣友人からの支援の満足度と
いった環境的な要因の影響を受けることが示唆され
た。被介護者の現在の状態が以前とギャップがあっ
てつらいと感じることは介護継続不安感と関連して
いた。北本・黒田（2018）は、息子介護者を対象に
した質的研究において、「自分を育ててくれた母との
ギャップ」が介護負担に影響すると述べている。本
研究において、被介護者の状態が以前とギャップが
あってつらいと感じる割合に続柄による差はなかっ
たが、全体として以前とギャップがあってつらいと
感じる割合は 25.6％であり、以前とギャップがある
が気にならないと感じる割合 32.2％よりも低い状況
である。支援者は、介護者が被介護者の状態を客観
的に捉えることができるよう支援する必要がある。
　周囲からのサポートに関しては、家族からの支援
の満足度は認知的介護評価には関連を示さなかった
が、近隣や友人からの支援の満足度は、社会活動制
限感や介護継続不安感といった否定的評価や、高齢
者への親近感といった肯定的評価に関連していた。
家族からの支援の程度は介護者にとって、これまで
の生活のなかである程度予測することが可能である
が、近隣友人からの支援は想定していない場合も多
いであろう。介護という事態に直面したときに、自
ら築き上げた人間関係の中から想定していた以上の
サポートが得られれば、肯定的・否定的両評価に良
い影響を与える可能性が見出された。広瀬ほか

（2006）は、インフォーマルサポートに対する満足度
が低いほどすべての否定的評価が上昇し、満足度が
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高いほど高齢者への親近感といった肯定的評価が高
くなると述べている。本研究では関係性における精
神的負担感との関連が表われなかったが、それ以外
はすべて同様の結果が得られており、広瀬ほか

（2006）の分析を支持する結果となった。介護を継続
する上で近隣や友人といったインフォーマルな支援
の重要性が示唆された。
　被介護者の状況では、介護度が上がるほど、介護
役割充足感や高齢者への親近感が上昇するという結
果となった。要介護度は基本的に介護にかかる手間
の時間によって決められており、介護度が高いほど
介護者は被介護者の身体的介護を行う時間が増え、
被介護者と接する時間が増加する。そのことが介護
役割の認識を高め、被介護者との親近感を高めるこ
とにつながっていると考える。広瀬ほか（2006）は、
夜間介護がある場合のほうが介護役割充足感が高い
と述べており、介護の手間がかかる場合に肯定的評
価が上昇するという点で共通する結果となった。ま
た、被介護者の最近の変化の有無が介護継続不安感
と関連していた。北本・黒田（2019）は、息子介護
者を対象とした研究において、母の急激な変化によ
り一旦整いつつあった介護生活のリズムに乱れが生
じると述べている。被介護者の最近の変化は介護生
活の乱れを引き起こし、介護継続不安感を高めるこ
とにつながることが示唆された。
　本研究で、介護開始時と一定期間介護継続後の認
知的介護評価に関連する事柄をそれぞれ示すことが
できた。介護開始時に大きく関連していた被介護者
への尊敬の程度は一定期間介護継続後も、その関連
は続いていた。長期間にわたって構築された介護者
と被介護者の関係が、簡単に改善するとは思われな
い。しかし、良好でない関係のままでも介護を担っ
ているということを周囲が認め、介護者の思いを尊
重し、介護に価値を見出せるような働きかけをする
ことが重要である。一つの手掛かりとして、近隣や
友人からの支援への満足度が上がるよう介護者の人
間関係をアセスメントし、情緒的サポートや手段的
サポートが得られるようなマネージメントを支援者
が行う必要がある。

4 ．本研究の限界と今後の課題
　本研究の限界として、回答数及び回収率が低かっ

たことが挙げられる。事業所等を通して配布すると
いう方法を行ったが、すべて文書のみのやり取りで
あったことや配布・回収のスケジュールが短期間で
あったことから、研究の趣旨が十分に伝わらず、配
布までに至らなかった場合も多かったのではないか
と考える。また、介護開始時と一定期間介護継続後
という二時点での認知的介護評価を調べるため、設
問数が多くなってしまったことも回収率の低さに影
響したのではないかと考える。今後は、配布協力を
していただく事業所等の担当者に研究の趣旨を口頭
で伝えた上で、十分な期間を設定する必要がある。
また、認知的介護評価をより簡便に調査できる尺度
の開発も必要である。さらに、本研究では対象が 1
市町村に限定されていることから地域的な偏りが生
じている可能性も否めない。対象地域を広げ、広範
囲で研究を進める必要がある。
　アンケートにおける自由記述欄に、半数を超える
回答者が介護を行う上での思いを記載していた。そ
の中には介護前からの被介護者との関係性に関する
記述も多く、本研究の結果と一致するような内容も
記載されていた。今後は自由記述欄を分析し、本研
究の認知的介護評価と合わせた分析を行っていきた
い。

Ⅴ．結語
　本研究により以下のことが明らかになった。
1）一定期間介護継続後に、全体として介護における
否定的評価は変化していなかったが、肯定的評価は
いずれも有意に上昇していた。
2）続柄別の認知的介護評価では、一定期間介護継続
後に夫介護者は介護継続不安感といった否定的評価
が上昇し、娘介護者は介護役割充足感、高齢者への
親近感といった肯定的評価が上昇していた。
3）息子介護者は他の被介護者を過去に介護してい
た、または現在介護している割合が高く、ダブル介
護の危険性を孕んでいた。また、娘介護者は夫介護
者に比べて、介護開始時に就業している割合が多く、
被介護者と二人世帯である割合が少なかった。
4）否定的評価、肯定的評価の両側面に被介護者への
尊敬の程度が関連しており、それは一定期間介護継
続後も続いていた。
5）近隣や友人からの支援の満足度は否定的評価が低
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いことや、肯定的評価が高いことに関連していた。
支援者は介護者と被介護者の関係やソーシャルサポ
ートネットワークを適切にアセスメントし、介護者
の意に適ったインフォーマルサポートが得られるよ
うマネージメントを行う必要がある。
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Abstract
This study aimed to clarify the changes in the cognitive state of caregivers of elderly women at the 

beginning of the care and the time of assessment and to identify issues related to cognitive caregiving 
appraisal at each time point. 

The respondents were the elderly women’s sons, daughters, and husbands who are their immediate 
caregivers. A total of 286 questionnaires were mailed to the respondents and 94 completed question-
naires (32.9% return rate) were returned. The caregivers who responded to the questionnaire were 12 
sons, 54 daughters, 24 husbands, and 4 others. In all, 90 responses were analyzed. The survey items 
were condition of the care recipients, working situation of the caregivers, presence or absence of an 
alternative, economic situation, and relationship with the care recipients. The dependent variable was 
the cognitive caregiving appraisal scale.

The results are as follows. (1) After a period of care, the negative caregiving appraisal did not 
change, but all positive caregiving appraisal significantly elevated. (2) The husbands of care recipients 
reported increased “anxiety about continuing caregiving,” and the daughters of care recipients reported 
increased “fulfillment about the caregiving roles” and “affection for the elderly.” (3) Sons of care recipi-
ents were at risk of caring for multiple recipients.(4) Both negative and positive appraisals were related 
to the degree of respect the caregivers had for the care recipients. (5) Satisfaction with support from 
neighbors and friends was related to cognitive caregiving appraisal. 

It is important for care professionals to properly assess the relationship between the caregivers, the 
care recipients, and the social support network in place.

Keywords:  elderly woman, kinship, cognitive caregiving appraisal, positive appraisal, negative 
appraisal




